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事
業
は
適
切
に
行
わ
れ
た
か
？

令
和
元
年
度
決
算

決算委員会まとめ
総務課関連

　JRの駅舎としての活用が一番大きい
。事務所の部分は、住民からのアンケー
トを取り活用を検討する。

総 務
課 長

　大行司駅舎の今後の活用はどうなっ
ているか。

議 員

企画政策課関連

　棚田景観保全プロジェクトにて旅行
関連情報誌掲載等については、オープ
ン前の事前情報の効果を狙い作成した。

企 画
政 策
課 長

　まち・ひと・しごと創生事業費の棚
田景観保全プロジェクト内の竹集落情
報誌制作業務委託費での効果は。

議 員

住民税務課

　中山間直接支払交付金事業に
355万1千円、こども医療に74万2
千円産業振興に69万3千円、一般
会計に1390万4千円、繰り入れた。

住 民
税 務
課 長

　基金繰入金内のふるさと基金は、ど
う使われたのか。

議 員

農林観光課

　施設が経年劣化する中ではあるが、
村の施設を安全に運営していく為には、
今のところ致し方ないと考える。

村 長

　商工施設及び観光施設の管理費にお
ける、修繕費をどう捉えているのか。

議 員

建設水道課

　公営住宅等長寿命計画に従った
形での、大規模な修繕等について
は、検討していない。

建 設
水 道
課 長

　村営住宅にて、近々にて大規模改修
計画等はあるのか。

議 員

保健福祉課

　国が提唱している安全な接種として
は、集団接種は推奨されていないので、
個別接種で継続していきたい。

課 長
補 佐

　インフルエンザの予防接種において、
公民館等での集団接種は出来ないか。議 員

教育課

　組織・目的等を精査するととも
に、近隣市町村の現状を調査して
10名程度にスリム化した。

教育長

　学校運営委員会の構成員は。議 員

災害対策室

　被災地全体面積が23.5ha、施工済
が12.3ha、施工中が3.9ha未施工が
7.3ha。

課 長
補 佐

　29年災害からの復旧状況は。議 員

９
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

歳出

議会費0.9％

総務費
24.1％

民生費
8.7％

土木費
11.1％

災害復旧費
34.8％

総務費
24.1％

民生費
8.7％

保健衛生費
3.3％
保健衛生費
3.3％

農林水産費
3.3％

商工費
2.5％

土木費
11.1％

消防費
2.8％

教育費
2.7％

災害復旧費
34.8％

公債費5％
その他0.8％

地方交付税
35.6％

国庫支出金
16.1％

県支出金
9.7％

村債
16.1％

その他
19.5％

村税3％

地方交付税
35.6％

国庫支出金
16.1％

県支出金
9.7％

村債
16.1％

その他
19.5％

歳入

当初予算

村税
2.8%

地方交付税
26.9%

国庫支出金
23.2%

県支出金
8.8%

村債
12.9%

その他
25.5% 地方交付税

26.9%

国庫支出金
23.2%

県支出金
8.8%

村債
12.9%

その他
25.5%

歳入

一般会計
歳入総額　５２億５２２1万円
歳出総額　５０億３０８０万円
（内 災害関連予算　17億5267万円）

簡易水道事業特別会計
歳入総額　１億１１１４万円
歳出総額　１億１１１１万円

当初予算　５２億７７０６万円

国民健康保険事業特別会計
歳入総額　３億５６６１万円
歳出総額　３億５１７３万円
当初予算　３億７１４５万円

当初予算　１億３０２０万円

後期高齢者医療特別会計
歳入総額　３８００万円
歳出総額　３７３３万円
当初予算　４１２１万円

歳出

議会費
0.9%

総務費
21.3%

民生費
9.2%

保健衛生費
3.7%

土木費
10.8%

災害復旧費
34.9%

総務費
21.3%

民生費
9.2%

保健衛生費
3.7%

農林水産費
5.5%

商工費
2.5%

土木費
10.8%

消防費
3.7%

教育費
2.1%

災害復旧費
34.9%

公債費
4.9%

その他
0.7%



一 般 質 問

質問順 質疑事項（色付きは記載事項）議員名 

梶原　伯夫
農地災害復旧について・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7
地域交通について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7
コロナウイルス対策について

3

人事について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5
教育について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P51 長澤　貞義

2 新型コロナウイルス感染症対策ついて・・・・・・・・・P6
災害復旧工事について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6伊藤　均

髙倉　寛視 JR、BRT問題について ・・・・・・・・・・・・・・・・・P10
陶器組合、陶土の問題と秋の民陶祭について・・・・P106

令和２年７月水害について・・・・・・・・・・・・・・・・P9
村道の維持管理について・・・・・・・・・・・・・・・・・P9
高齢者の方々の施策について・・・・・・・・・・・・・・P9

5 梶原　光春

コロナ関係について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8
災害復旧について 
地域おこし協力隊について・・・・・・・・・・・・・・・・P8

4 大蔵　久徳

高橋　弘展

JR日田彦山線復旧について ・・・・・・・・・・・・・・P11
村の広報について 
宝珠山ふるさと村の経営について・・・・・・・・・・・P11
「所得の向上」と「雇用（仕事）創出」について

7

一般質問とは・・・
　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体としての
考えを求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答弁を合わせ
て1人60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前に質問の概要を
提出し、議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

ここが聞きたい！
令和２年東峰村議会第８回（9月）定例会　一般質問

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

前
教
育
長
を
な
ぜ
再
任
し
な
か
っ
た
の
か

村
長   

総
合
的
に
勘
案
し
て
の
判
断
で
あ
る

議
員　

村
民
の
方
達
か
ら
「
佐
々
木

教
育
長
は
次
の
任
期
も
当
然
す
る
の

で
は
な
か
っ
た
の
か
」
と
言
う
声
を

聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
再
任
し
な
か

っ
た
の
か
。

村
長　
教
育
長
の
人
事
に
つ
い
て
は
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
・
第
４
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
、
総
合
的
に
勘
案
し
て

判
断
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

議
員　

村
長
は
教
育
委
員
会
が
任
命

し
た
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
外

す
よ
う
指
示
し
た
の
に
、
前
教
育
長

が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
再
任
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
再
度
申
し
上
げ
る
が
、任
期
満

了
に
伴
い
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、回
答
を
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
人
事
権
は
村
長
に
あ
る
が
、佐

々
木
前
教
育
長
は
な
ん
の
落
ち
度
も
な

か
っ
た
と
思
う
。村
長
の
指
示
を
前
教

育
長
が
立
場
上
は
ね
つ
け
た
事
に
つ
い

て
は
、前
教
育
長
は
す
ば
ら
し
い
教
育

者
だ
と
私
は
思
う
が
村
長
は
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。

村
長　

こ
れ
は
や
は
り
人
事
上
の
問

題
で
あ
り
、
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

教
育
に
つ
い
て

議
員　

村
の
子
供
た
ち
の
為
に
教
育

長
と
し
て
、
ど
ん
な
思
い
で
や
っ
て

い
く
の
か
、
や
り
た
い
事
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

教
育
長　
教
育
の
目
的
は
、将
来
自
分

一
人
で
食
べ
て
い
け
る
自
立
し
た
人
間

を
つ
く
る
こ
と
。

　
そ
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、知
力
・

徳
育
・
体
育
こ
の
３
つ
、こ
れ
は
文
科
省

が
言
う
生
き
る
力
の
育
成
と
な
っ
て
い

る
。

　
知
は
、自
分
で
考
え
る
人
間
。徳
は
、

道
徳
の
徳
だ
が
豊
か
な
人
間
性
道
徳
心
。

体
は
、す
こ
や
か
で
た
く
ま
し
い
心
と

体
。こ
の
３
つ
の
生
き
る
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
て
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、家
庭
教
育
を
中
核

に
し
な
が
ら
、学
校
、地
域
が
一
体
と
な

っ
て
、連
携
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

議
員　

家
庭
で
や
る
べ
き
躾
（
し
つ

け
）
や
教
育
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
事

な
の
か
。

教
育
長　
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

と
言
わ
れ
る
基
本
的
生
活
習
慣
、
子

供
を
抱
き
締
め
た
り
す
る
毎
日
の
ふ

れ
あ
い
、
そ
れ
か
ら
善
悪
の
判
断
、

こ
の
３
つ
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。  東峰学園



ここが聞きたい！ここが聞きたい！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
状
況
は

村
長   

基
本
対
策
と
、新
生
活
様
式
の
実
践
を
広
報

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
第
２
波
を
迎
え
て
い
る
中
で
の
、

感
染
症
対
策
の
現
状
は
。

村
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
及
び
県

か
ら
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
現

在
ま
で
に
23
回
の
会
議
を
実
施
し
て

村
民
の
感
染
防
止
に
務
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨

時
交
付
金
事
業
で
、
非
接
触
型
体
温

計
を
全
戸
配
布
し
た
。

議
員　

近
隣
市
町
村
に
て
、
感
染
者

が
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況
の
中
、

本
村
に
お
い
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
時
の
対
応
は
。

村
長　

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、

県
の
保
健
所
か
ら
保
健
福
祉
課
長
へ

連
絡
が
入
り
、
村
長
・
副
村
長
・
教

育
長
と
連
絡
を
取
り
、
緊
急
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
村
民
へ
の
周
知
も
必
要
と

な
る
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
な
が
ら
防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ

を
し
た
い
。

　

消
毒
・
濃
厚
接
触
者
へ
の
聞
き
取

り
な
ど
は
、
保
健
所
の
指
導
の
も
と
、

行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

議
員　
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
対
応
は
万
全
か
。

村
長　

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は

協
議
し
て
い
る
が
、
主
導
権
は
保
健

所
に
あ
る
の
で
、
保
健
所
の
指
導
の

も
と
消
毒
等
の
対
応
に
あ
た
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
つ
い
て
は
、

人
権
侵
害
等
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
村
民
の
方
に
注
意
喚
起
し
て

い
く
。

議
員　

東
峰
学
園
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
状
況
は
。

教
育
長　
家
庭
で
の
体
温
・
体
調
チ

ェ
ッ
ク
し
一
覧
表
を
学
校
へ
持
参
さ

せ
確
認
、
学
校
で
は
サ
ー
モ
グ
ラ
フ

ィ
に
て
発
熱
確
認
。

　

発
熱
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
保

健
室
に
て
再
確
認
を
実
施
、
教
室
に

お
い
て
は
換
気
と
消
毒
作
業
を
実
施
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
前
面
・
側
面
に

は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
設
置
し
て

い
る
。

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

議
員　

災
害
復
旧
工
事
終
了
後
に
お

け
る
損
傷
個
所
の
補
修
の
基
本
的
考

え
方
は
。

災
害
対
策
室
長　
工
事
に
起
因
し
て

の
損
傷
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
確
認

し
て
、
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

工
事
で
の
損
傷
が
複
数
の
業

者
で
あ
っ
た
り
、
村
道
又
は
、
県
道

の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

災
害
対
策
室
長　
工
事
に
起
因
し
た

損
傷
で
あ
れ
ば
、
別
途
工
事
に
て
修

復
。

　

ま
た
、
状
況
を
踏
ま
え
て
道
路
管

理
者
と
発
注
者
が
協
議
し
て
対
応
す

る
。

村
長　
最
終
的
に
は
、
県
単
事
業
で

あ
れ
ば
県
に
相
談
。
村
単
事
業
で
あ

れ
ば
村
が
復
旧
す
る
。

農
地
の
復
旧
で
の
苦
情
や
問
題
は

災
害
対
策
室
長  

表
土
や
石
の
問
題
が
苦
情
と
し
て
来
て
い
る

議
員　

農
地
の
復
旧
を
し
て
い
く
中

で
苦
情
や
問
題
は
な
い
か
。

災
害
対
策
室
長　

表
土
や
石
の
問
題

が
苦
情
と
し
て
来
て
い
る
。具
体
的
に

は
６
件
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

議
員　

農
地
に
お
い
て
代
替
え
の
土

が
な
い
、土
砂
流
入
の
場
合
上
の
分
し

か
と
っ
て
も
ら
え
な
い
等
の
苦
情
が
あ

る
。工
事
終
了
後
耕
す
こ
と
等
出
来
な

い
か
。

災
害
対
策
室
長　

耕
す
こ
と
は
難
し

い
。地
域
外
の
業
者
は
、農
業
の
経
験

が
な
い
人
た
ち
が
多
い
の
が
現
状
で
、

表
土
に
石
が
あ
っ
て
も
違
和
感
が
な
い

者
も
い
る
が
、拳
大
以
上
の
石
は
撤
去

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。今
後
は
現

場
で
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

議
員　

表
土
の
問
題
の
解
決
策
を
考

え
て
ほ
し
い
。

災
害
対
策
室
長　

査
定
の
時
の
問
題

も
あ
る
が
、
表
土
部
分
の
入
れ
替
え

等
は
、
別
途
十
分
検
討
は
す
る
が
、自

力
復
旧
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
に
今
探
っ

て
い
る
。
も
う
少
し
制
度
の
検
討
を

さ
せ
た
う
え
で
回
答
し
た
い
。

地
域
交
通
に
つ
い
て

議
員　

村
内
の
交
通
体
系
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
は
。

副
村
長　
８
月
に
県
の
交
通
政
策
課
・

九
州
運
輸
局
の
担
当
者
等
と
、執
行
部

も
交
え
て
勉
強
会
を
し
た
。

　
九
州
運
輸
局
か
ら
地
域
交
通
を
実
施

す
る
上
で
の
免
許
関
係
と
か
、制
度
等

の
説
明
。県
の
交
通
政
策
課
か
ら
は
、

近
隣
の
市
町
村
等
の
事
例
紹
介
が
あ
っ

た
。

　
今
後
村
の
地
域
公
共
施
策
、公
共
交

通
協
議
会
等
の
立
ち
上
げ
も
視
野
に
入

れ
て
、検
討
を
行
う
。

議
員　
日
田
彦
山
線
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
決
定

し
た
が
、村
内
に
は
西
鉄
バ
ス
等
の
利

用
で
き
な
い
地
区
も
あ
る
。通
院
・
通

学
・い
ず
み
館
等
も
一
緒
に
、地
方
創
生

市
町
村
圏
域
会
議
等
に
も
相
談
し
て
ほ

し
い
。

企
画
政
策
課
長　
県
等
と
相
談
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

村
内
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
近

隣
市
町
村
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。

村
長　

当
然
執
行
部
側
と
し
て
も
総

務
常
任
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
等
も
伺

い
な
が
ら
決
め
た
い
。

　

差
し
迫
っ
た
課
題
な
の
で
い
ろ
い

ろ
な
問
題
も
含
め
な
が
ら
、
今
後
検

討
し
た
い
。

未復旧農地

梶原伯夫 議 員

工事で傷んだ村道



ここが聞きたい！ここが聞きたい！

役
場
職
員
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

村
長   

分
散
型
勤
務
を
行
っ
た

議
員　

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
な
い

状
況
の
中
、
働
き
方
改
革
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
フ
レ
ッ
ク
ス
出
勤
等
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

村
長　
分
散
型
勤
務
、職
員
間
の
２
メ

ー
ト
ル
以
上
の
確
保
等
の
検
討
を
行
っ

て
き
た
が
、ネ
ッ
ト
環
境
、内
線
不
足

等
の
問
題
も
多
く
現
在
は
通
常
勤
務

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
在
宅
勤
務(

テ
レ

ワ
ー
ク)

導
入
に
つ
い
て
は
、在
宅
勤
務

が
出
来
る
業
務
が
な
く
、見
送
っ
た
。

議
員　
最
悪
、職
員
間
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
、２
週
間
の
隔
離
が
行
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、コ
ロ
ナ
版

Ｂ
Ｃ
Ｐ(

業
務
継
続
計
画)

を
作
る
考
え

は
な
い
か
。

総
務
課
長　
緊
急
性
が
あ
る
も
の
、絶

対
仕
事
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
、ま
た
、優
先
順
位
が
低
い
も
の
、

そ
う
い
っ
た
優
先
付
け
を
各
課
で
行
っ

た
。実
際
に
村
内
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

発
生
し
た
時
や
、増
加
し
た
場
合
、ま

た
職
員
が
感
染
し
た
場
合
な
ど
、ど
の

段
階
で
業
務
を
絞
っ
て
い
く
か
は
考
え

て
い
る
。た
だ
業
務
継
続
計
画
と
い
う

形
で
の
計
画
策
定
ま
で
し
て
い
な
い
状

況
。

議
員　

コ
ロ
ナ
対
応
で
自
治
体
間
の

協
力
ま
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が
行
わ

れ
て
い
る
か
。

村
長　

北
筑
後
保
健
事
務
所
と
は
毎

日
連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、
自
治
体

間
で
は
甘
木
朝
倉
広
域
圏
事
務
組
合
、

甘
木
朝
倉
三
井
環
境
施
設
組
合
当
た

り
で
情
報
交
換
す
る
く
ら
い
。
職
員

の
感
染
に
つ
い
て
は
他
自
治
体
の
首

長
に
情
報
を
お
聞
き
し
て
内
容
は
把

握
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

議
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

多
く
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
は
。

村
長　
27
年
よ
り
現
在
ま
で
22
名
採
用

し
て
い
る
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
熱

意
や
行
動
が
地
元
に
刺
激
を
与
え
て
い

る
。ま
た
、わ
が
村
の
住
民
が
増
え
る

事
で
、住
民
税
・
交
付
税
等
の
成
果
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
率

が
全
国
平
均
６
割
、福
岡
県
で
は
７
割

を
超
え
て
い
る
。本
村
に
お
け
る
定
住

率
の
低
さ
の
要
因
は
何
か
。

村
長　
隊
員
の
考
え
と
違
っ
た
り
、様

々
な
事
情
が
あ
る
と
思
う
。

議
員　

１
年
以
上
勤
め
な
い
と
交
付

税
算
定
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

副
村
長　
２
ヶ
月
で
あ
ろ
う
が
１
年

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
点
で
発
生
し

て
い
る
経
費
を
県
に
報
告
す
れ
ば
、

特
別
交
付
税
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。

  

本
年
７
月
の
水
害
と
今
後
の
恒
久
的
な
対
策
は

建
設
水
道
課
長  

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
で
対
応

議
員　

29
年
豪
雨
災
害
と
比
較
し
て

規
模
と
件
数
の
違
い
は
。

災
害
対
策
室
長　

道
路
、
河
川
に
つ

い
て
は
30
か
所
、
農
地
・
農
業
施
設

は
37
か
所
、
林
道
は
14
か
所
で
29
年

災
害
の
約
２
割
に
な
る
。
対
応
に
つ

い
て
は
従
前
と
変
わ
ら
な
い
。

建
設
水
道
課
長　

緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
債
を
活
用
し
て
、
復
旧

工
事
に
着
手
す
る
。

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

議
員　

環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
、

年
２
回
の
除
草
や
伐
採
を
行
っ
て
い

る
が
、
村
民
の
方
が
高
齢
に
な
り
、高

い
法
面
や
危
険
な
場
所
で
の
作
業
が

無
理
に
な
っ
て
来
て
い
る
。業
者
に
依

頼
し
た
り
、
高
所
作
業
車
費
用
等
の

助
成
は
出
来
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　
村
道
は
全
体
で
97
㎞

あ
る
の
で
全
て
を
村
単
独
事
業
で
の
除

草
は
難
し
い
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

お
願
い
し
た
い
。
除
草
剤
等
は
道
路
、

河
川
愛
護
の
時
に
配
布
し
て
い
る
。

議
員　
危
険
個
所
の
支
障
木
伐
採
を
、

業
者
等
へ
依
頼
す
る
検
討
は
で
き
な

い
か
。

村
長　

言
う
事
は
ひ
し
ひ
し
と
わ
か

る
が
、
村
道
や
県
道
を
管
理
し
て
行

く
う
え
で
、
機
械
を
購
入
し
た
だ
け

で
は
、
解
決
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
。業
者
へ
の
依
頼
や
労
務
班
の
増
強

等
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

議
員　

免
許
を
持
た
な
い
方
や
高
齢

者
の
方
が
、
ゴ
ミ
出
し
や
リ
サ
イ
ク

ル
品
の
搬
出
に
非
常
に
困
っ
て
い
る
。

年
に
数
回
で
い
い
か
ら
玄
関
先
ま
で

の
回
収
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

言
わ
れ
る
こ
と
は
、
重
々
承

知
し
て
い
る
。
ま
ず
民
生
委
員
や
集

落
支
援
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

結
論
的
に
こ
の
場
で
ど
う
し
ま
す

と
は
言
え
な
い
が
、
方
策
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

コロナ対策パーテーション

大蔵久徳 議 員

ゴミ集積場 高い法面の村道



ここが聞きたい！ここが聞きたい！

Ｂ
Ｒ
Ｔ
報
告
会
村
民
の
反
応
は

村
長   

Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
も
良
い
と
の
意
見
も

議
員　

鉄
道
で
の
復
旧
を
願
い
、
頑

張
っ
て
来
た
が
、
結
果
と
し
て
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
復
旧

報
告
会
で
の
村
民
の
方
々
の
反
応
は

い
か
が
だ
っ
た
の
か
。

村
長　

鉄
道
で
の
復
旧
を
望
ん
で
い

た
、
村
民
の
方
々
の
落
胆
の
思
い
を

感
じ
た
し
、
Ｊ
Ｒ
提
案
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で

も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
出
た
。

議
員　

鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
て
、

中
心
に
な
っ
て
活
動
を
さ
れ
て
き
た

方
た
ち
と
の
話
は
個
別
に
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
報
告
会
で
話
は
片
づ
い
た

の
か
。

村
長　

鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
る
会

メ
ン
バ
ー
全
員
で
は
な
い
が
、代
表
者

の
方
に
は
話
は
し
た
。

議
員　
陶
土
が
15
年
持
て
ば
い
い
が
、

実
際
ど
れ
だ
け
持
つ
か
解
ら
な
い
。

次
の
工
場
を
作
る
べ
く
、
早
急
に
こ

の
問
題
は
解
決
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

村
長　

ど
こ
で
あ
れ
ば
良
い
陶
土
が

出
る
の
か
な
ど
、
調
査
し
な
が
ら
陶

土
の
確
保
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

秋
の
民
陶
祭
に
つ
い
て

議
員　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
春
の
民

陶
祭
が
中
止
に
な
り
、
陶
器
関
連
で

お
仕
事
さ
れ
て
い
る
方
達
は
、
非
常

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

秋
の
民
陶
祭
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

村
長　
春
の
民
陶
祭
に
引
き
続
き
、秋

の
民
陶
祭
も
中
止
す
る
決
定
が
な
さ
れ

た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
窯
元
の
方
へ
の
影
響
は
非
常
に
大
き

い
と
考
え
る
。春
の
民
陶
祭
と
同
様
に

可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

４
、
５
年
前
か
ら
知
っ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
今
頃
は
新
し
い
陶

土
が
出
る
と
こ
ろ
を
、
作
っ
て
お
く

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
間
ど
の
よ
う
に
考
え
て
ど
の
よ

う
に
し
て
い
た
の
か
。

村
長　

陶
器
組
合
長
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
ま
だ
15
年
分
く
ら
い
は
大
丈
夫

だ
と
言
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
、
陶
土
不
足
は
生
じ
て
く

る
と
思
う
の
で
、
そ
の
対
策
に
は
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

日
田
彦
山
線
の
復
旧
は
い
つ
に
な
る
の
か

村
長   

令
和
５
年
辺
り
に
な
る
と
想
定

議
員　

住
民
説
明
会
で
村
長
は
「
二

次
交
通
は
村
が
責
任
を
持
っ
て
整
備

す
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
た
が
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

村
長　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
ま
で
や
西
鉄
バ
ス
と

の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
何
ら
か
の
形
で
村

民
の
交
通
手
段
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
い

く
村
に
お
い
て
村
民
の
交
通
手
段
を

考
え
る
こ
と
は
、
村
が
責
任
を
持
っ

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員　

総
務
常
任
委
員
会
の
勉
強
会

で
県
の
発
言
で
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
赤
字
を
覚
悟
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
説
明
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
多
く
の
住
民
の
方
も
住
民
説
明

会
で
Ｊ
Ｒ
が
提
示
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
案（
筑

前
岩
屋
駅
〜
宝
珠
山
駅
ま
で
下
道
を

走
る
ル
ー
ト
）
を
選
択
し
て
お
け
ば
、

解
決
策
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
知
事
が
こ
の

案
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

地
域
交
通
も
セ
ッ
ト
で
県
に
協
力
を

仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

村
長　

東
峰
村
は
小
石
原
地
区
も
あ

る
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
手

段
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮

に
お
金
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
村

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
議
員
の
皆
さ
ん
に
予
算
等

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
村

と
し
て
は
そ
う
い
う
覚
悟
で
今
後
は

望
ん
で
い
き
た
い
。

陶
土
の
問
題
に
つ
い
て

議
員　
陶
器
組
合
の
方
に
は
、陶
土
の

不
足
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
よ
う
だ
が
、村
長
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

ご
存
じ
だ
っ
た
の
か
。

村
長　
４
、５
年
前
か
ら
聞
い
て
い
た
。

議
員　

住
民
と
の
意
見
交
換
は
ど
の

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

村
長　
当
然
、あ
る
程
度
の
方
向
性
が

出
た
ら
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
く
。村

が
単
独
で
こ
う
だ
と
い
う
よ
う
な
決
め

方
は
し
な
い
。

議
員　

地
域
の
人
た
ち
も
「
こ
れ
な

ら
乗
る
よ
」
「
私
た
ち
も
応
援
し
て

い
く
よ
」
と
い
う
形
を
作
ら
な
け
れ

ば
今
後
の
地
域
交
通
は
成
り
立
た
な

い
。
早
い
段
階
で
聞
き
取
り
や
意
見

交
換
を
行
う
べ
き
で
は
。

村
長　
み
ん
な
が
大
賛
成
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。多
く
の
方
が
、「
ま

あ
、い
い
だ
ろ
う
」と
言
え
る
よ
う
な
、

便
利
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
る
地
域
交
通

を
考
え
て
い
く
。

宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
の

             
住
宅
問
題
に
つ
い
て

議
員　

伊
藤
ち
ず
る
氏
と
解
決
さ
れ

た
の
か
。

村
長　
現
在
係
争
中
に
つ
き
、こ
の
場

に
お
い
て
発
言
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

議
員　

自
治
体
の
長
が
、
住
民
を
訴

え
る
こ
と
は
全
国
を
見
て
も
な
い
。

な
ぜ
村
長
と
い
う
立
場
な
が
ら
一
住

民
を
裁
判
で
訴
え
る
の
か
。

村
長　
今
係
争
中
の
案
件
に
つ
い
て
、

そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
  

陶土製成工場

JR地区報告会

JR仕様のBRTバス



 

晩
秋
の
彩
り
著
わ
す
に
は
い
さ

さ
か
早
く
、
さ
り
と
て
白
き
冬
と

著
わ
す
に
は
山
々
は
赤
や
黄
色
の

衣
を
ま
と
い
、
あ
ざ
や
か
な
錦
秋

の
日
々
。

　
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
が
人
間
の
頭

上
に
、
拡
散
し
始
め
て
早
一
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
桜
の
花
咲

く
来
年
の
春
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
可
能
と
な
る
日
が
訪
れ
る
だ

ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
間
も
な
く
今
年
も
暮
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
来
年
こ
そ
平
穏
な

年
に
な
る
よ
う
願
い
、
ペ
ン
を
置

く
。
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第７回臨時会（８月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

大
蔵
久
徳

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

補
正
予
算

条
例

東峰村新型コロナウイルス対策特別金融支援利子補給事業基金条例の制定
について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和２年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第４号）について可
決

第８回定例会（９月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

大
蔵
久
徳

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

発
議

条
例

決
　
算

補
正
予
算

東峰村立診療所条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和２年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）について可
決

令和元年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　●　○　○　○　○　○認
定

令和元年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

令和元年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

請
　
願

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」に
かかわる意見書の提出を求める請願書 ○　○　○　○　○　○　○　○　○可

決

○　○　○　○　○　○　○　○　○「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書」の提出について

可
決

そ
の
他 令和元年度株式会社宝珠山ふるさと村決算状況報告 報告議案のため採決は行いません報

告

○　○　○　○　○　○　○　○　○「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求める請願書可
決

決算審査特別委員会議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

大
蔵
久
徳

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

決
　
　
算

令和元年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　●　●　○　○　○　○認
定

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

令和元年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

令和元年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定
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